
◆開　会　
　◆唱　歌　ロータリーソング（我等の生業）
　
◆「四つのテスト」唱和
　
◆ゲスト紹介
　ＲＩ２８６０地区　
　東幡第 2 地区担当ガバナー補佐　大庫俊介様
　　　　　　　　　　　　随行員　喜多美雄様

◆プログラム予定

カルヤン・バネルジー
２０１１‐１２年度国際ロータリー会長

週　報

№２５

クラブ会長方針
　原点にかえり大いに語ろうロータリーを
　①会員相互・家族との親睦を図ろう
　②会員が中心の明るく楽しい例会運営
　③こころを伝える広報をし、仲間を増やそう
　④ＣＬＰの検討

例　　　会　　　記　　　録　（2012．1．20（金））　　通算2，879回

１月２７日（金） ２月４日（土） ２月１０日（金） ２月１７日（金）

中　間　報　告

（３日例会分）
東播第２グループ I．M．
於）加古川プラザホテル

ＰＭ　３：００～

卓話
「自己紹介」

中木村　明会員

卓話

歌井　昭夫様

RI2860 地区東幡第 2 地区担当
ガバナー補佐 大庫俊介様　随行員 喜多美雄様



◆ガバナー補佐挨拶
　新年になりまして３回目の例会となりました。覚
野会長の下、後半戦に向けて新たな気持ちで高砂
ロータリークラブもスタートされたことと思います。
　新しい年という節目を持つのは、我々人間だけの
特徴であり、我々は年を改めることによって、心機
一転を図るチャンスが与えられます。
　昨年は、なでしこジャパンの活躍を除いてはほと
んどが暗いニュースでしたが、今年は明るい話題が
あふれることを願っております。
　元旦の日経新聞に興味深い記事がありました。それは混沌と混乱は違うという内容のもの
でした。６０年ほど前のある作家の言葉だそうですが、「混沌というのは、何か充実した、
力に満ちたものという感じがある。けれども混乱というのは、それ自体に物を生み出す力が
ない、前にも後にもつながらない。」というわけです。まさに戦後の混沌とした時代の中
で、日本が大きく発展したことを表現されての言葉であります。
　停滞する政治、激しい円高の下の経済、そして度重なる天変地異。果たして、現在は混乱
の時代なのか、それとも混沌の時代なのか、いずれにせよ、我々は混乱の中でただ立ちすく
むのではなく、混沌の中をしっかりと立ち向かうことが要求されています。
　今月号のガバナー月信で、久野ガバナーは「ロータリーは近年　大きな変貌を遂げつつあ
ります。まだ大きな曲がり角の途中ですから、曲がった先の景色は見ることができません。」
と述べておられます。ロータリー自身も混乱の時代か、あるいは混沌の時代なのか、それは
定かではありませんが、それゆえにこそ覚野会長の本年度の方針である「原点に返る、」と
いうことが大切であると思えます。実際、久野ガバナーも原点を忘れたＲＩのある意味での
暴走に対して、いろいろな機会で警鐘を鳴らしておられます。
　さて、辰年は揺れ動く変化の年、変革の年とも言われています。
おりしも今年は、アメリカやロシア、フランスで大統領選があり、近隣諸国でも、韓国で総
選挙、さらに中国でも国家主席が交代、また北朝鮮では若い主席の誕生と、世界が大きく動
くことが予想されます。１４日には、その先陣を切って台湾で総統選挙が行われました。台
湾の総統選の焦点は「不満か不安かの選択」でしたが、現政権への不満よりも、中国との対
立を避け安定を望む声が勝利したようであります。これから先の世界のリーダーの選挙は果
たしてどうなり、その結果、世界はどう動くのでしょうか。
　それらを踏まえて、来る２月４日の東播第２グループの I.M. では国際政治学者でテレビ
のコメンテーターとしても活躍されている同志社大学法学部長の村
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先生による講演を
予定しております。テーマは「２０１２年国際社会と日本の課題」であります。
　目まぐるしく変わる国際社会と日本の課題について、皆様と共に学び、そしてあとの懇親
会ではおおいに共に語り合いたいと思います。ぜひ多くの皆様にご参加いただくことをお願
いしまして、ガバナー補佐としての挨拶とさせていただきます。どうかよろしくお願い致し
ます。ありがとうございました。

ガバナー補佐　大庫俊介様　挨拶



◆表彰
　PAUL  HARRIS  FELLOW 表彰

◆出席報告
　本　日　１月２０日　　会員数４９名　　出席者　　３４名　　出席率８０．９５%
　前々回　１月　６日　　会員数４９名　　修正出席者４３名　　出席率１００．００%修正

◆ＭＡＫＥ－ＵＰ
　脇谷　政孝会員　　２０１０−２０１１年地区大会	 ３月１２日（１月１３日分）
　名島　一成会員　　高砂青松ＲＣ	 １月１８日（１月２０日分）
　桂田　重信会員　　高砂青松ＲＣ	 １月１８日（１月２０日分）　
　籠谷　啓一会員　　高砂青松ＲＣ	 １月１８日（１月１３日分）	
　濱㟢日出夫会員　　ｅ‐ＣＬＵＢ	 １月１９日（１月１３日分）　
　西川　敏彦会長　　ｅ‐ＣＬＵＢ	 １月１８日（１月２０日分）
　丸山　恵右会員　　ｅ‐ＣＬＵＢ	 １月１７日（１月１３日分）
　小林　尚人会長　　ｅ‐ＣＬＵＢ	 １月１５日（１月２０日分）
　田中　泰生会員　　ｅ‐ＣＬＵＢ	 １月１６日（１月１３日分）　
　藤田　　茂会員　　ｅ‐ＣＬＵＢ	 １月１３日（１月１３日分）　
　籠谷　啓一会員　　加 古 川ＲＣ	 １月１９日（１月　６日分）	
　片嶋　純雄会員　　ｅ‐ＣＬＵＢ	 １月１２日（１月１３日分）　

◆委員会報告
　RYLA  Seminar　
　新世代委員会
　　佐野敏晴委員長

大村会員　永野会員　大庫ガバナー補佐　覚野会長 坂井会員　脇谷会員　大庫ガバナー補佐　西田幹事



◆Ｓ．Ａ．Ａ．（ニコニコ箱報告）
　覚野　成広会長……大庫ガバナー補佐様、喜多随行員様ようこそ高砂へ。
　西田　秀雄幹事……大庫ガバナー補佐様、喜多随行員様ようこそ高砂へ。
　大庫ガバナー補佐……御礼（金一封を頂いております。）
　井本　雅也会員……ガバナー補佐大庫様、ようこそ高砂ロータリーへ。
　　　　　　　　　　本日は宜しくお願い致します。　　
　守光　　隆会員……本日卓話をさせて頂きます。宜しくお願いします。
　籠谷　啓一会員……大庫ガバナー補佐様、ようこそ当クラブにおいで下さいました。
　脇谷　政孝会員……大庫ガバナー補佐様、ようこそお越し下さいました。
　永野　　力会員……大庫ガバナー補佐、喜多随行員様、ようこそ御苦労様です。
　早退　１名

◆幹事報告（２，８７９回）
○ガバナー事務所より、「社会奉仕セミナー」開
催のご案内が届いております。

○ガバナー事務所より、「２０１３年に導入され
る補助金に向けてクラブが準備をすすめるため
に」資料が届いております。

○ガバナー事務所ロータリー財団「未来の夢レ
ター」２０１２年１月が届いております。
○（財）ロータリー米山記念奨学会より、ハイライト
よねやま１４２号が届いております。
○ガバナー事務所より、第３４回ＲＹＬＡセミナーのお知らせが届いております。
○ガバナー事務所より、第１３回国際囲碁大会のご案内が届いております。
○ガバナーエレクト事務所より、２０１２−１３年度ＲＩテーマ発表のお知らせが届いて
おります。
　田中作次（八潮ＲＣ）ＲＩ会長エレクト「Peace Through Service」（奉仕を通じて平和を）
※例会変更

　　◎加　古　川ＲＣ　２月７日（火）→　４日（土）午後３時〜　加古川プラザホテル２F
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東播第２グループＩＭのため
　　◎加古川中央ＲＣ　２月９日（木）→　４日（土）午後３時〜　加古川プラザホテル２F
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東播第２グループＩＭのため
　　◎明　石　北ＲＣ　２月１４日（火）明石ＲＣとの合同例会　受付のみ
　　　　　　　　　　　２月２１日（火）例会場変更　グリーンヒルホテル明石
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　ホテルキャッスルプラザ（西明石）　工事のため
　　　　　　　　　　　３月２０日（火）休会　祝日のため　　

西田秀雄幹事



◆会長の時間
　　昨日から久しぶりに雨が降り、東京でも初雪が
降ってますが、これで全国的な空気の乾燥も抑え
られたでしょうか？
　　空気が乾燥していると多くの火災が発生した
り、インフルエンザが流行し、学級・学校閉鎖が
増えてきたりします。
　いずれもこの雨で治まってくれれば幸いです。空
気が乾燥して起きる現象の中に、全ての皆さんが
体験し、不快感を感じる静電気があります。
　　静電気というのは、まだ完全には解明されてないらしいのですが、衣服等にたまった静
電気がドアノブ等の間で放電するときにパチと火花が出るのですが、この火花はガソリン
に着火するには十分な威力があります。
　　部屋の静電気をお金をかけずに除去する対策の一つに霧吹きがあります。霧吹きは部屋
に湿度だけでなくマイナスイオンももたらすので効果があると言われていますので一度試
してみて下さい。
　　さて本日は、地区のロータリー財団委員会財団学友小委員会に出向をして頂いています
守光会員に出向報告をして頂きます。
　　いままで報告の場をもてませんでしたが、本日は３年分まとめて報告をして頂きたいと
思いますので、守光会員宜しくお願い致します。
　
◆本日のプログラム

　「地区委員出向報告」
　　　　　　　　　　　　　　守光　隆　会員

　２００９年地区協議会　ロータリー財団部門
　財団学友小委員会

１．財団学友（Alumni of The Rotary Foundation）
とは

　　元ロータリー財団国際親善奨学生、元研究グループ交換（ＧＳＥ）チーム・リーダー
（ロータリアン）およびメンバー、元ロータリー・ボランティア補助金受領者、元大学
教員のための補助金受領者などがロータリー財団の学友とみなされている。全世界の財
団学友は、６０％が元研究グループ交換参加者、３９％が元国際親善奨学生、残り１％
がロータリー・ボランティア補助金、世界社会奉仕助成金、大学教員のための補助金、
個人向け補助金の受領者から構成されている。世界で１０万人強、日本で約１万人の学
友がいます。

覚野成広会長



　２．第２６８０地区ロータリー財団学友会について
　　兵庫学友会 Rotary Foundation Alumni Association-Hyogo（Dist.2680）
　　当地区財団学友会は、１９８３年（昭和５８年）に設立され、当社は９９名の会員で

発足しました。２５年が経過し現在は４６１名になりました。

　　①構成（１９５３年〜２００８年）
　　　奨学生・・・・・・・・・・３３４名
　　　ＧＳＥ・・・・・・・・・・・９８名
　　　ＧＳＥチームリーダー・・・・２４名
　　　大学教員のためのプログラム・・２名
　　　他地区学友・・・・・・・・・・７名
　　　　合　計・・・・・・・・・４６５名

　　②奨学生派遣先（２００８年奨学生まで）
　アメリカ１３４名、イギリス５２名、ドイツ３１名、フランス３０名、
　イタリア２４名、カナダ１０名、オーストラリア９名、スイス６名、
　ベルギー５名、スペイン４名、メキシコ４名、
　３名以下　オーストリア、オランダ、フィリピン、ブラジル、ニュージーランド、
　スウェーデン、ギリシャ、コスタリカ、タイ、台湾、ポルトガル、ロシア

　◎財団学友小委員会の活動について
　①作成された地区学友会名簿の追加や変更をデータベース化し維持する。
　　（本年 2 月頃住所不明の方の問い合わせをさせていただいたところ、１００名強の

不明者のうち、約５０名が判明しました。ありがとうございました。）
　②地区学友会活動の支援。
　③財団月間に発行されるガバナー月信を学友に配布し、ロータリーと学友が断絶しな

いようにする。
　④学友による奨学生・研究グループ交換（ＧＳＥ）に対するオリエンテーションのサ

ポート。
　⑤兵庫米山学友会と交流を図り、国際理解と国際親善を深める。

◎財団学友（元奨学生・元ＧＳＥメンバー）推薦クラブおよび顧問ロータリアンに対す
る協力とお願い。

　①引き続き住所不明の学友メンバーの調査をお願いします。
　②財団月間に係わる学友の卓話は、可能であれば各クラブから推奨された学友に直接

依頼をお願いします。



会　長　覚野　成広　　　　　　幹　事　西田　秀雄　　　　　　雑誌会報委員長　井本　雅也
例会日時　毎週金曜日12時30分より　　　　　　　　　　　例会場　高砂商工会議所２階会議室
高砂ロータリークラブのホームページのＵＲＬ   　     http://www.winwin.ne.jp/~takasago_rc/

資料①

資料③

資料⑤

資料②

資料④


